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■　支部総会　■
　  【県北】 第38期通常総会議案を書面決議。
建築設備工事の直接発注（分離発注）の陳情
などの事業計画を決めた。このほかの事業計
画は①技術力の向上、経営体質の強化②友好
団体との連携強化③リニューアルへの積極的
な対応④会員相互の連携と親睦⑤震災復興・
創生支援協力。
　  【県中・県南】 県中・県南建設事務所との懇
談会や各種講習会開催などを盛り込んだ今年
度事業計画を書面決議した。このほかの事業
計画は①電設業協会各支部、設備設計事務所
協会県中・県南支部との交流・意見交換会の開
催②4支部（県北、会津、いわき、相双）交
流会の実施③県南支部市町村の分離発注と地
元業者発注の要望④新規会員の入会促進⑤災
害復旧協定に基づく支援―など。
　  【会津】 書面開催。新型コロナウイルスの
感染防止対策や働き方改革の推進など、労働
環境の変化に対応しながら、各種事業に取り
組む。今年度事業計画は①発注機関への要望
活動②会津若松・喜多方・南会津建設事務所や
会津大学との意見交換③積算制度の内容把握
に向けた勉強会―など。
　  【いわき】 5月14日、いわき市平のいわきワ
シントンホテル椿山荘で第38回通常総会  ＝写
真＝ を開いた。会員8人が出席。有賀行秀支
部長が「新型コロナ感染症収束に期待をかけ、
年度後半を中心に事業を計画した。感染防止

に注意しながら協会活動に協力してほしい」
とあいさつした。①各種災害からの復旧・復
興事業への積極的参加②関係機関・団体との
連携強化③行政機関、議会に対する陳情・請
願④支部活動活性化事業（例会、技術研修会、
親睦会）⑤行政機関との技術懇談会⑥会員企
業の技術力向上などの今年度事業計画を決め
た。
　  【相双】 書面表決による総会で相双地区の
復興・創生と社会貢献のための経営体質改善、
強化を柱とした今年度事業計画を決めた。事
業計画は①本部事業への積極的な参加②例会
の開催③会員拡大に関する事業④技術者・作
業員の確保に関する諸事業⑤新型コロナウイ
ルス感染防止対策など。

■2021年度事業実施細目■

　第38回通常総会で議決した2021年度
事業の実施細目は次の通り。

  
　会長直轄部門

  
1．建築設備産業の活性化を進展させ、

適正な受注活動を推進するため発
注機関との懇談会の開催

2．広報パンフレットを媒介とする業
界イメージアップ運動

3．国、県等行政機関への陳情、請願
4．会員企業の労働環境整備を図るた

め、雇用管理研修会等の開催
5．社会貢献等事業の実施
6．福島県総合設備協会の活動及び設

備3団体との連携強化に関する事業

7．友好団体との連携強化に関する事
業

  
　総務委員会部門

  
　協会の運営及び活動の総括的管理を
掌握し、業界活性化のための事業を行
う。
1．協会活動の基本方針の策定
2．財政方針の策定
3．組織運営方策の協議
4．定款及び諸規程の改正検討
5．会員の叙勲、表彰等の選考
6．機関紙発行に関する財源の確保
7．県立テクノアカデミーへの協力
8．会員の親睦事業の実施
9．ホームページ運用に関する事項
10．他の委員会に属さない事項
11．親睦ゴルフコンペに関する事項

12．インターンシップの推進

  
　経営委員会部門  

　会員企業の経営基盤強化を図るた
め、経営安定策として懇談会、研修会
等の事業を行う。
1．会員の経営体質の強化を図るため、

経営改善研修会の開催
2．新分野への調査・研究
3．若年技術・技能者等の確保と育成の

ため、業界活動の啓発

  
　技術委員会部門

  
　建築設備技術の高度化・多様化に対
処するため、施工技術の向上、積算歩
掛等の実態調査、講習会及び懇談会を
開催する。
1．公共工事の適正施工を図るため、

技術講習会や関係法令勉強会の開
催

2．高度な設備技術を対象とした特別
技術講習会の開催

3．新システム（新規受託可能な分野）
の技術勉強会等の実施

4．工事検査評価と施工指導について
の研修会の実施

  
　広報委員会部門

  
　協会の啓発、広報及び会員相互の情
報交換を図るため、機関紙「空衛ふく
しま」を発行するとともに業界をＰＲ
する。
1．機関紙を発行するための広報委員

会の開催
2．建築設備業界の対外的啓発に関す

る事業の推進
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当
協
会
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回
通
常
総
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新
型
コ
ロ
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ウ
イ
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感
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防
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め
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表

決
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し
、
２
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２
０
年
度
の
事
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報
告
お
よ
び
収
支
決
算
、
21
年
度
の
事
業
計
画

な
ど
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議
決
し
た
（
５
月
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付
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型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
で
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先
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不
透
明
な
中
、
21
年
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か
ら
の
第
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期
復
興
・
創
生
期
間
に
当
た
っ
て
、
引
き
続
き
本

県
復
興
・
再
生
へ
の
支
援
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
脱
炭
素
化
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
中
で
、
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球
環
境
保
全
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担
い
手
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
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エ
ネ
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
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進
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あ
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建
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産
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実
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に
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め
る
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針
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し
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２
０
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経
営
改
善
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修
会
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別

技
術
講
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会
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資
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付

に
よ
る
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達
開
催
と
し
、
こ
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発
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す
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り
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れ
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０
５
０
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５
０
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踏
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。
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め
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く
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。
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③
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Ｔ
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　新型コロナウィルス感染症拡大により、
私達の生活は一変しました。去年は経営委
員会、技術委員会としても、コロナにより
本来の事業活動が出来ずに、忸怩たる思い
をしておりましたが、今年も、今後どうな
るか分かりませんが、研修会のテーマは「ア
フターコロナの感染症対策について」と致
しました。また、特別技術講習会について
は、ワクチン接種の進捗が見えないことか
ら、資料送付により行い、テーマは「フロ
ン排出抑制法改正について」と致しました。
　最近はワクチン接種の広がりもあり、一
時に比べて罹患者の数も全国的には減少傾
向にあり、確実に良い方向に向かっている
と感じております。しかし、いかにワクチ
ンが行き渡るようになっても、それでも罹
る人は罹ってしまうのが感染症の恐いとこ
ろです。完全な治療薬が出来るようになる
のはあと、最低１年、２年はかかるそうで
す。となれば、頼れるのは自分しかありま
せん。このコロナやインフルエンザ等の感
染症や、ガンに罹らないで済む、あるいは

罹っても軽症で済む為には、自分の免疫を
強くするしかありません。
　コロナやインフルエンザに罹っても、ほ
とんど症状が出ない人や、ものすごく軽く
済む人達の多くは、強い免疫を持っている
からと言われています。その免疫を高める
為には、色々言われていますが、お腹を温
める事です。腸には、免疫細胞の大半が集
まっており、私達の免疫の約70％が腸にあ
ると言われております。その腸の免疫細胞
を活性化するのが、腸内に棲む腸内細菌（善
玉菌）です。腸に良い食品を摂取し、腸内
環境を良くし、この善玉菌を増やす事が免
疫力を高めます。発酵食品（納豆・キムチ・
味噌・ヨーグルト・チーズ等）が良いと言わ
れています。そして特に大事なことは、お
腹を冷やさない事です。方法はいくつかあ
りますが、一番簡単で誰にでも出来る事は、
腹巻をする事です。これでお腹を温める事
が出来ます。
　私も５年前にガンに罹りましたが、現在
は寛解の状況にあります。当時、担当医か
ら「ガン治療は免疫力を下げない事。その
為にはお腹を冷やしては駄目」と言われ、
５年間ずっと腹巻の習慣は続けて参りまし
た。空衛協の皆様も腹巻でコロナを乗り切
りましょう。

経営・技術委員会

先崎　良博

に
基
づ
き
、
発
注
機
関
と
の

意
見
交
換
会
や
要
望
活
動
を

2021年度委員会事業について　～担当副会長より～

　令和３年度は昨年度に引き続き新型コロ
ナウイルス対策をしながらの協会運営とな
ります。私が担当いたします総務委員会・
広報委員会については以下の点を中心とし
て運営を予定しております。
　【総務委員会】昨年度から検討を続けて
おりました理事会の書面議決を可能とする
定款変更により、５月の通常総会から適用
することができました。これによりまして
災害などで集まることができない場合や、
現在のように新型コロナウイルスの感染防
止のために一堂に会し密になる危険を避け
る場合などでも議案を決議することが可能
となりました。
　また、総務委員会の大きな行事の一つで
あります親睦事業であるゴルフコンペを本
年度も開催する予定です。屋外の事業では

ありますが随所に感染機会が含まれること
からそれらを排除し感染防止に努めながら
楽しく会員の交流を図ります。
　【広報委員会】協会の事業を広報する「空
衛ふくしま」の発行を通して広く関係各所
に私たちの日々の活動を紹介しております
が、本年度は特に感染防止の観点から参加
できない各種会合の内容を広報誌やホーム
ページを通して会員にも知ってもらう、と
いう観点も加わります。会員には資料は配
られ共有されますが、会の雰囲気や主催者
の挨拶などを知ることができませんでし
た。しかし、広報誌での記事を通して共有
されるべくまとめていただくことになりま
した。また、建設業のイメージアップを図
るための「職場紹介インスタグラム」への
投稿を協力いたし、業界発展の一助となる
よう努めたいと考えております。
　以上withコロナとして例年とそん色ない
事業とするために運営に知恵を使いたいと
考えていますのでご指導ご助言ご協力をお
願いいたします。

総務・広報委員会

有賀　行秀

ＣＣＵＳ
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日
本
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衛
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工
事
業
協

会
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衛
、
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勉
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２
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キ
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の
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入
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況
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の
結

果
を
ま
と
め
た
。
企
業
会
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94
社
中
42
社
が
回
答
。
回
答
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業
で
は
ほ
ぼ
事
業
者
登
録

が
済
ん
で
お
り
、
協
力
会
社

３
万
２
２
８
０
社
（
重
複
あ

り
）
の
状
況
は
、「
登
録
済
」

が
34
％
、「
登
録
手
続
中
」

が
７
％
。
技
能
者
登
録
は
、

技
能
者
総
数
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万
１
３
３
１

人
（
同
）
の
う
ち
41
％
が
登

録
済
、
５
％
が
登
録
手
続
中

だ
っ
た
。
一
方
で
、
会
員
企

業
の
元
請
現
場
に
カ
ー
ド
リ

ー
ダ
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設
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さ
れ
て
い
る

割
合
は
対
象
現
場
の
５
％
に

と
ど
ま
る
な
ど
、
カ
ー
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リ

ー
ダ
ー
の
設
置
数
の
少
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が
課
題
と
し
て
浮
か
ん
だ
。

　

協
力
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頼
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全
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議
会
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パ
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ー
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付
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現
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登

録
や
操
作
方
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フ
ォ
ロ
ー
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プ
」
な
ど
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い
。

　

団
体
会
員
の
当
協
会
で
は

会
員
50
社
の
う
ち
35
社
が
回

答
。
事
業
者
登
録
は
登
録
済

が
48
・
６
％
の
17
社
、
手
続

き
中
が
１
社
で
、
検
討
中
が

37
・
１
％
の
13
社
だ
っ
た
。

技
能
者
登
録
は
４
８
８
人

中
、
登
録
済
36
・
９
％
、
手

続
き
中
７
・
４
％
、
検
討
中

25
％
〈
団
体
会
員
全
体
の
登

録
状
況
は
左
グ
ラ
フ
〉。

　

調
査
結
果
を
受
け
て
日
空

衛
は
、
未
登
録
の
会
員
企
業

と
と
も
に
協
力
会
社
、
技
能

者
へ
の
意
識
づ
け
を
続
け
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
し
、
２

０
２
１
年
度
の
目
標
と
し
て

４
月
21
日
の
理
事
会
で
①
会

員
企
業
１
次
協
力
会
社
の
技

能
者
数
の
５
割
以
上
登
録
②

会
員
企
業
の
９
割
、
１
次
協

力
会
社
の
５
割
の
事
業
者
登

録
③
１
億
円
以
上
か
つ
工
期

半
年
以
上
で
、
管
理
者
常
駐

の
元
請
現
場
に
お
け
る
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
設
置
現
場
数
２

割
―

を
定
め
、
そ
の
推
進
に

取
り
組
む
も
の
と
し
て
い

る
。

働
き
方
改
革
へ
行
動
指
針

県
建
産
連

総　
　

会 

新
規
に
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業

　

県
建
設
産
業
団
体
連
合
会

（
小
野
利
廣
会
長
）
の
第
37

回
通
常
総
会
は
６
月
２
日
、

福
島
市
の
エ
ル
テ
ィ
で
開

き
、
働
き
方
改
革
の
行
動
指

針
と
な
る
「
建
産
連
行
動
規

範（
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
）」

の
策
定
や
、
新
規
に
取
り
組

む
Ｄ
Ｘ
活
用
事
業
、
オ
ン
ラ

イ
ン
講
習
の
拡
大
な
ど
の
事

業
計
画
を
決
め
た
。

　

行
動
規
範
は
、
県
内
建
設

産
業
の
働
き
方
改
革
実
現
に

向
け
て
、
適
正
な
元
・
下
請

関
係
を
構
築
す
る
た
め
の
行

動
等
を
定
め
る
。
今
年
度
の

重
点
目
標
に
位
置
付
け
、
県

建
設
業
協
会
の
働
き
方
改
革

検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

で
た
た
き
台
を
作
成
し
、
専

門
工
事
業
部
会
で
検
討
を
進

め
る
。

　

こ
の
ほ
か
の
重
点
目
標
は

①
第
２
期
復
興
・
創
生
期
間

事
業
へ
の
積
極
的
協
力
②
県

民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
、

建
設
産
業
の
持
続
的
発
展
の

た
め
公
共
事
業
の
計
画
的
か

つ
安
定
的
な
確
保
③
品
確
法

等
を
踏
ま
え
た
入
札
制
度
と

適
正
な
設
計
積
算
の
推
進
④

働
き
方
改
革
へ
の
対
応
と
技

能
労
働
者
の
入
職
・
育
成
・

定
着
の
推
進
⑤
技
能
労
働
者

の
入
職
・
育
成
・
定
着
に
関

す
る
調
査
・
研
究
⑥
ⅰ
―

Ｃ

ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

と
Ｄ
Ｘ
活
用
事
業
の
推
進
⑦

建
産
連
構
成
団
体
の
相
互
理

解
・
連
携
の
推
進
⑧
Ｎ
Ｐ
Ｏ

循
環
型
社
会
推
進
セ
ン
タ
ー

事
業
へ
の
支
援
・
協
力
。

　

研
修
関
係
で
は
、
新
規
事

業
と
し
て
10
月
ご
ろ
に
３
Ｄ

施
工
デ
ー
タ
活
用
セ
ミ
ナ
ー

を
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
で
開

く
。
12
月
ご
ろ
に
は
郡
山
市

で
、
働
き
方
改
革
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
も
予
定
し
て
い
る
。

＜＜参参考考２２＞＞　　建建設設キキャャリリアアアアッッププシシスステテムムのの加加入入状状況況等等　　調調査査結結果果のの概概要要((団団体体会会員員））

１．アンケート回答数 ２．団体会員による集計数

３．団体会員の集計による事業者登録状況

孫会員2,681社にアンケート依頼1,088社,41%から回答有

団体会員企業で回答していただいた1,088社

の内、登録済み・登録手続中を合わせると、

48%となる。

一方、未回答・登録予定無・他を合わせると２

９%となる

引き続き、団体会員を通じて会員企業にに意

識づけを行い、事業者登録を進めていただく

よう要請・依頼していく必要がある。

回答, 37, 
80%

未回答, 9, 
20%

団体会員46の回答数

回答, 
1088, 
41%

未回答, 
1593, 59%

団体会員企業2681社の回答数

登録済, 
486, 45%

登録手続
中, 30, 3%

検討中, 
248, 23%

登録予定無, 
311, 28%

未回答他, 
13, 1%

団体会員企業1,088社の登録状況
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４．団体会員の集計による技能者登録状況

２－５．カードリーダーの設置状況

今回調査では、技能者25,235人が対象となっ

た。(ただし重複がある）

登録済み・登録手続中を合わせると、55%とな

る。

さらに、検討中の技能者が2７％いる。

引き続き、団体会員を通じて会員企業技能者

に意識づけを行い、登録を進めていただくよう

要請・依頼していく必要がある。

今回調査では、元請現場数5,506件の内、

216件(4%)でカードリーダーが設置されていた。

規模が小さい現場や改修工事現場など、

カードリーダー設置が難しい状況が多いと推

測される。

引き続き、団体会員を通じて、CCUSの周知・

指導及び現場でのカードリーダー設置を推進

をお願いしていく必要があると思われる。

登録者数, 
11902, 

47%

登録手続中, 2007, 
8%

登録検討
中, 6802, 

27%

未登録, 
4524, 18%

団体会員企業の技能者登録状況

CR設置, 
216, 4%

CR未設置, 
5290, 96%

元請現場のｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ設置数

9

労災防止へ

県
総
合
設
備

協
会
が
大
会 

検
査
の
ポ
イ
ン
ト
も
研
修

対
策
強
化
、
意
識
徹
底

対
策
強
化
、
意
識
徹
底

　

県
総
合
設
備
協
会
の
今
年

度
安
全
大
会
・
技
術
研
修
会

は
７
月
13
日
、
郡
山
市
の
県

農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
万

全
に
し
て
開
い
た
。
安
全
意

識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に

工
事
検
査
上
の
留
意
点
、
現

場
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
活

用
法
な
ど
を
学
ん
だ
。

　

安
全
大
会
で
は
郡
山
労
働

基
準
監
督
署
の
三
瓶

詔
宏
安
全
衛
生
課
長

が
「
建
設
業
に
お
け

る
労
働
災
害
発
生
状

況
等
」
と
題
し
て
講

話
し
た
。

　

４
月
末
現
在
、
県

内
全
産
業
の
労
働
災

害
発
生
状
況
は
前
年

比
２
８
７
件
（
61
・

６
％
）
増
と
過
去
５

年
間
で
最
多
と
な

り
、
建
設
業
を
中
心

に
墜
落
・
転
落
が
多

発
。
今
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
災
害
（
職
場
感
染

等
）
が
１
４
０
件
（
前
年
ゼ

ロ
）
に
上
っ
た
。
こ
れ
を
受

け
福
島
労
働
局
は
「
労
働
災

害
多
発
注
意
報
」
を
発
令
。

①
転
倒
災
害
防
止
②
墜
落
・

転
落
災
害
防
止
③
熱
中
症
防

止
④
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
防
止
―

の
４
点
の
対

策
強
化
に
取
り
組
む
と
し
て

各
社
に
協
力
を
求
め
た
。

　

技
術
研
修
会
で
は
県
出
納

局
工
事
検
査
課
の
佐
久
間
良

専
門
工
事
検
査
員
が
２
０
２

０
年
度
の
工
事
検
査
結
果
、

21
年
度
の
検
査
方
針
を
説
明

し
た
。
20
年
度
の
県
発
注
建

築
・
設
備
工
事
の
全
検
査
件

数
は
３
７
０
件
。
前
年
度
比

で
37
件
増
加
し
た
。
こ
の
う

ち
竣
工
検
査
対
象
件
数
は
３

５
８
件
で
請
負
額
合
計
は
２

５
９
億
９
０
０
０
万
円
。
不

適
合
工
事
は
な
か
っ
た
が
、

社
内
・
下
請
引
取
検
査
で
確

認
項
目
が
判
別
で
き
な
い
事

例
等
が
あ
る
と
し
て
注
意
を

促
し
た
。

　

今
年
度
の
主
な
検
査
方
針

に
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
工

事
検
査
」「
公
共
工
事
の
品

質
確
保
に
向
け
た
中
間
検
査

充
実
」
を
挙
げ
た
。
遠
隔
臨

場
検
査
や
１
年
以
上
の
工
事

で
中
間
検
査
の
活
用
を
促
進

す
る
。

　

花
澤
武
史
振
興
電
気
東
北

支
店
工
事
部
長
は
ｉ
―

ｐ
ａ

ｄ
な
ど
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を

活
用
し
た
効
率
的
な
現
場
管

理
案
を
紹
介
し
た
。
現
場
が

抱
え
る
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
ビ
デ
オ
通
話
ア
プ
リ
に

よ
る
現
場
か
ら
の
テ
レ
ビ
会

議
、
メ
ー
ル
・
ウ
ェ
ブ
ア
プ

リ
を
活
用
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
管
理
や
出
欠
確
認
等
の
具

体
的
な
活
用
法
を
例
示
し

た
。

　

な
お
、
空
衛
協
で
は
、
会

員
へ
の
講
義
資
料
送
付
に
よ

り
対
応
し
た
。

安
全
意
識
を
高
揚
、
効
率
的
な
現

場
管
理
を
学
ん
だ
大
会
、
研
修
会

花澤部長 佐久間検査員 三瓶課長
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当
協
会
が
加
盟
す
る
日
本

空
調
衛
生
工
事
業
協
会
（
日

空
衛
、
長
谷
川
勉
会
長
）
は

５
月
20
日
、
東
京
・
帝
国
ホ

　

昨
年
の
４
月
に
営
繕
課

に
着
任
し
ま
し
た
遠
藤
と

申
し
ま
す
。
営
繕
課
で
の

勤
務
は
２
回
目
と
な
り
ま

し
た
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

貴
協
会
員
の
皆
様
に

は
、
建
築
物
の
空
調
衛
生

工
事
を
通
し
て
、
本
県
の

復
興
・
創
生
は
も
と
よ
り
、

建
設
産
業
の
振
興
や
県
勢

の
伸
展
に
多
大
な
御
尽
力

を
い
た
だ
き
、
こ
の
紙
面

を
お
借
り
し
ま
し
て
、
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
こ
こ

で
県
の
建
築
行
政
等
に
つ

い
て
話
を
す
べ
き
と
思
い

ま
す
が
、
堅
い
話
は
抜
き

に
し
ま
し
て
、
現
在
で
も

新
型
ウ
ィ
ル
ス
感
染
が
収

束
し
な
い
こ
と
も
あ
り
、

健
康
に
つ
い
て
少
し
つ
ぶ

や
い
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

皆
様
は
健
康
診
断
を
定

期
的
に
受
診
さ
れ
て
い
ま

す
で
し
ょ
う
か
。
私
自
身

は
、
人
間
ド
ッ
ク
も
含
め

毎
年
受
診
し
て
お
り
ま
す

が
、
診
断
結
果
に
つ
い
て

若
い
時
は
問
題
も
無
く
、

何
も
気
に
し
て
い
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
30
代
後
半

あ
た
り
か
ら
、
精
密
検
査

を
受
け
る
項
目
が
記
載
さ

れ
は
じ
め
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
た
の
を
思
い
出
し
ま

す
。
現
在
は
精
密
検
査
項

目
が
常
に
記
載
さ
れ
る
状

況
と
な
り
、
当
た
り
前
と

感
じ
、
逆
に
精
密
検
査
の

記
載
が
あ
る
イ
コ
ー
ル
不

健
康
で
あ
る
こ
と
を
自
慢

す
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
な
ぜ
歳
を
重

ね
る
と
不
健
康
自
慢
を
す

る
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
少
し

グ
グ
っ
て
み
ま
し
た
。
以

下
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

か
ら
の
引
用
と
な
る
の

で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
検
索
し
た
中

で
、「
し
ぐ
さ
の
心
理
学
」

に
記
載
の
あ
っ
た
内
容
で

す
と
、
不
健
康
で
あ
る
こ

と
は
、
何
か
男
ら
し
さ
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
感

じ
、
太
く
短
い
人
生
の
中

で
、
危
険
を
顧
み
ず
生
き

て
い
る
か
っ
こ
い
い
男
性

の
イ
メ
ー
ジ
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
る
の
だ
そ
う
で

す
。

　

ま
た
、
昔
か
ら
の
な
ご

り
で
、
健
康
な
ど
気
に
し

な
い
、
不
健
康
な
こ
と
も

平
気
で
す
る
荒
々
し
い
男

性
は
、
か
っ
こ
い
い
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
、
ま
だ
ど

こ
か
社
会
に
残
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

結
果
、
男
性
は
、
自
分

の
不
健
康
さ
を
自
慢
し
、

こ
の
不
健
康
が
か
っ
こ
い

い
こ
と
に
言
葉
を
変
え
て

自
慢
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

私
に
つ
い
て
考
え
て
み
る

と
、
自
分
で
は
そ
ん
な
つ

も
り
は
な
い
と
思
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
深
層
心
理

と
し
て
働
い
て
い
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

確
か
に
、
健
康
診
断
の

結
果
と
し
て
、
精
密
検
査

項
目
は
い
つ
も
決
ま
っ
た

項
目
で
あ
り
、
精
密
検
査

の
結
果
は
、
異
常
な
し
か

経
過
観
察
の
た
め
安
心
し

て
い
る
こ
と
の
裏
返
し

で
、
不
健
康
だ
け
ど
大
丈

夫
だ
と
い
う
ア
ピ
ー
ル
を

し
た
い
の
だ
ろ
う
な
と
感

じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
も
し
、
精
密
検

査
項
目
の
追
加
や
、
精
密

検
査
の
結
果
、
即
入
院
や

手
術
の
よ
う
な
重
大
な
事

に
な
っ
た
ら
、
お
そ
ら
く

自
慢
な
ん
か
し
て
い
ら
れ

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
皆

様
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

会
社
や
各
自
治
体
な
ど

で
実
施
さ
れ
て
い
る
定
期

健
康
診
断
は
必
ず
受
診

し
、
精
密
検
査
の
項
目
が

あ
れ
ば
、
速
や
か
に
必
ず

精
密
検
査
を
す
る
よ
う
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
結
果
、
異
常
な

し
と
な
れ
ば
自
分
自
身
も

安
心
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
不
健
康
を
自
慢
す
る

の
で
は
な
く
、
健
康
で
あ

る
こ
と
を
自
慢
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
、
不
健
康
自
慢

を
す
る
男
性
に
つ
い
て
話

を
し
て
き
ま
し
た
が
、
心

理
学
に
よ
る
と
、
さ
ら
に

歳
を
重
ね
60
代
に
な
る
と

逆
に
健
康
を
自
慢
す
る
よ

う
に
な
る
そ
う
で
す
。
人

間
の
心
理
は
わ
か
ら
な
い

も
の
だ
と
感
じ
、同
時
に
、

自
分
に
都
合
が
い
い
よ
う

に
解
釈
し
て
生
活
し
て
い

る
と
改
め
て
感
じ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

話
題
を
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
に
い
た
し
ま
す
と
、
最

近
、
和
歌
山
県
の
建
設
現

場
に
お
い
て
ク
ラ
ス
タ
ー

の
発
生
も
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
。
工
事
現
場
で
は
約

70
社
の
４
０
０
か
ら
５
０

０
人
が
従
事
し
、
約
２
０

０
人
が
県
外
か
ら
通
っ
て

い
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

工
事
現
場
の
規
模
の
差

は
あ
り
ま
す
が
、
新
型
感

染
症
対
策
で
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
変
わ

り
は
無
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
対
岸
の
火
事
と
思
わ

ず
慎
重
に
対
応
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、
様
々
な
と
こ
ろ
か
ら

テ
レ
ワ
ー
ク
と
い
う
新
し

い
生
活
様
式
が
推
奨
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
皆
様
の
仕

事
場
は
現
場
で
あ
り
、
テ

レ
ワ
ー
ク
が
無
理
な
環
境

だ
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
も
徐
々
に

始
ま
り
、
い
つ
か
普
通
の

日
常
が
戻
る
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
へ
の
感
染
対

策
を
十
分
に
実
施
し
、
工

事
現
場
で
の
対
応
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
福
島
県
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
の
ま
す
ま
す
の

発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の

御
活
躍
、
御
健
勝
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
、
終
わ
り
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
最
後
ま
で
お

付
き
合
い
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

不
健
康
自
慢

県
土
木
部
営
繕
課
　
　
　
　

副
課
長
兼
専
門
電
気
技
師　

遠
藤　

英
典

日空衛総会

長
谷
川
会
長
を
再
選

脱
炭
素
社
会
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
貢
献

脱
炭
素
社
会
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
貢
献

テ
ル
東
京
で
第
73
回
定
時
総

会
を
開
き
、
①
脱
炭
素
社
会

実
現
に
向
け
た
先
導
的
役
割

を
担
う
②
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続

可
能
な
開
発
目
標
）
達
成
へ

の
貢
献
③
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
シ
ス
テ
ム（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）

の
さ
ら
な
る
推
進
、
生
産
性

の
向
上
と
空
調
衛
生
工
事
業

の
働
き
方
改
革
の
着
実
な
推

進
―

な
ど
を
柱
と
し
た
２
０

２
１
年
度
事
業
計
画
を
決
め

た
。
役
員
改
選
で
は
長
谷
川

会
長
を
再
任
し
た
。

　

長
谷
川
会
長
が
あ
い
さ
つ

で
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
た
空

調
換
気
技
術
を
活
用
し
、
脱

炭
素
社
会
づ
く
り
、
感
染
症

に
強
い
安
全
安
心
な
環
境
づ

く
り
に
貢
献
し
て
い
く
考
え

を
示
し
た
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
21
年
度
目
標

も
示
し
た
。
会
員
企
業
の
事

業
者
登
録
９
割
、
１
次
下
請

の
事
業
者
登
録
５
割
、
技
能

者
登
録
５
割
、元
請
現
場（
１

億
円
以
上
か
つ
工
期
半
年
以

上
）
で
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

設
置
率
２
割
を
目
指
す
。

　

重
点
的
目
標
と
し
て
①
脱

炭
素
社
会
づ
く
り
の
先
導
役

と
し
て
、
空
調
衛
生
工
事
業

が
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境

の
提
供
と
地
球
環
境
の
保
全

に
果
た
す
役
割
、
そ
の
独
自

性
や
重
要
性
を
積
極
的
に
、

分
か
り
や
す
く
ア
ピ
ー
ル
②

会
員
企
業
、
会
員
団
体
の
コ

ン
ブ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
に

努
め
、
空
調
衛
生
工
事
業
界

の
社
会
的
責
任
を
果
た
し
、

さ
ら
な
る
地
位
の
向
上
を
自

指
す
③
「
動
き
方
改
革
の
推

進
に
関
す
る
行
動
計
画
」
に

沿
っ
た
各
会
員
企
業
の
自
主

的
な
取
り
組
み
等
を
通
じ

て
、
生
産
性
の
向
上
に
努
め

つ
つ
、
長
時
間
労
働
の
是
正

な
ど
業
界
全
体
の
動
き
方
改

革
を
着
実
に
推
進
④
「
日
空

衛
人
材
ビ
ジ
ョ
ン
」
等
の
活

用
に
よ
り
、
空
調
衛
生
工
事

業
界
と
し
て
多
様
な
人
材
の

確
保
・
育
成
を
推
進
⑤
大
規

模
災
害
に
対
し
、
業
界
を
挙

げ
て
復
旧
・
復
興
に
取
り
組

む
―
な
ど
８
項
目
を
掲
げ
た
。

　

21
年
度
の
実
践
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び

省
Ｃ
Ｏ
２

に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現

と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
貢
献

し
よ
う
」「
法
令
の
遵
守
と

企
業
の
社
会
的
責
任
を
果
た

す
事
業
運
営
を
徹
底
し
よ

う
」「
生
産
性
の
向
上
と
適

正
な
施
工
体
制
の
確
保
に
努

め
る
と
と
も
に
、
未
来
を
担

う
多
様
な
人
材
の
確
保
・
育

成
を
図
り
、
働
き
方
改
革
を

推
進
し
よ
う
」「
空
調
衛
生

設
備
の
独
自
性
や
重
要
性
を

ア
ピ
ー
ル
し
、直
接
発
注（
分

離
発
注
）
等
の
適
切
な
発
注

方
式
の
推
進
と
、
許
可
業
種

区
分『
機
械
設
備
一
式
工
事
』

等
の
実
現
を
目
指
そ
う
」
と

設
定
し
た
。

　

定
時
総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を

受
け
、
出
席
人
数
を
大
幅
に

絞
っ
て
開
催
。
全
国
の
会
員

や
賛
助
員
向
け
に
ラ
イ
ブ
配

信
も
行
っ
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
貢
献
な
ど
の
目
標

を
掲
げ
た
総
会
（
上
）
と
あ

い
さ
つ
す
る
長
谷
川
会
長

東北空衛協

働
き
方
改
革
、
強
力
推
進

意
見
交
換
、要
望
活
動
を
展
開

　

当
協
会
が
加
盟
す
る
東
北

空
調
衛
生
工
事
業
協
会
（
小

林
智
会
長
）
の
第
18
回
社
員

定
時
総
会
＝
写
真
＝
は
５
月

19
日
、
仙
台
市
の
パ
レ
ス
へ

い
あ
ん
で
開
い
た
。

　

席
上
、
小
林
会
長
が
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
、
建
設
投
資
が
冷

え
込
み
、
業
界
各
社
が
減
収

減
益
に
追
い
込
ま
れ
る
中
で

も
、
建
設
業
界
へ
の
要
求
で

あ
る
働
き
方
改
革
に
向
け
た

対
応
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
の
拡
充
と
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
対
応
と
し
て
脱

炭
素
社
会
構
築
の
活
動
を
、

設
備
業
界
と
し
て
協
力
に
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

日
本
空
調
衛
生
工
事
業
協

会
（
日
空
衛
）
の
２
０
２
１

年
度
業
界
実
践
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
基
づ
き
、
発
注
機
関
と
の

意
見
交
換
会
や
要
望
活
動
を

展
開
す
る
な
ど
の
21
年
度
事

業
計
画
を
決
め
た
。

新卒者採用、依然厳しく
建設生産システムアンケート

定休日 「４週６休」が最多

　

県
建
設
産
業
団
体
連
合
会

は
２
月
８
日
、
福
島
市
の
県

建
設
セ
ン
タ
ー
で
「
適
正
な

建
設
生
産
シ
ス
テ
ム
構
築
並

び
に
担
い
手
確
保
に
向
け
て

の
懇
談
会
」
の
今
年
度
会
合

を
開
い
た
。
当
協
会
な
ど
加

盟
８
団
体
の
会
員
を
対
象
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
を
基
に
、
雇
用
環
境
や
担

い
手
確
保
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
た
。

　

調
査
は
昨
年
に
続
い
て
実

施
。
①
４
週
当
た
り
の
定
休

日
②
休
暇
制
度
③
賃
金
状
況

④
従
業
員
の
充
足
状
況
⑤
新

卒
者
の
採
用
状
況
⑥
下
請
工

事
に
お
け
る
法
定
福
利
費
の

支
払
い
状
況
―

を
調
べ
た
。

　

当
協
会
で
は
会
員
50
社
の

う
ち
40
社
が
回
答
し
た
。
当

協
会
分
で
は
、
４
週
当
た
り

の
定
休
日
は
「
４
週
６
休
」

が
現
場
47
・
５
％
、
店
社

52
・
５
％
と
最
も
多
く
、
次

い
で
「
４
週
８
休
」
が
現
場

の
15
％
、
店
社
の
27
・
５
％

社
だ
っ
た
。
た
だ
現
場
で
は

４
週
５
休
以
下
の
割
合
も
ま

だ
高
か
っ
た
。

　

年
間
有
休
休
暇
制
度
は
、

回
答
全
40
社
が
設
け
て
お
り

（
日
数
20
日
）、
年
間
休
日
数

は
「
90
～
１
０
０
日
未
満
」

35
％
、「
１
０
０
～
１
２
０

日
未
満
」
32
・
５
％
で
回
答

数
の
３
分
の
２
を
占
め
た
。

「
１
２
０
日
以
上
」
も
15
％

あ
っ
た
。

　

賃
金
は
「
月
給
制
」
が

82
・
５
％
。
従
業
員
の
充
足

状
況
は
「
不
足
気
味
」
と
「
不

足
」
を
合
わ
せ
て
８
割
近
く

を
占
め
た
。
配
管
工
、
施
工

管
理
、
現
場
代
理
人
の
不
足

感
が
強
か
っ
た
。

　

新
卒
者
の
採
用
は
25
社
が

予
定
し
て
い
た
が
、
採
用
で

き
た
の
は
９
社
。
採
用
人
数

も
、
希
望
の
62
人
に
対
し
27

人
と
５
割
に
満
た
な
い
。

　

法
定
福
利
費
の
支
払
い
状

況
は「
標
準
見
積
も
り
通
り
」

32
・
５
％
、「
お
お
む
ね
標

準
見
積
も
り
通
り
」
35
％
だ

が
、「
標
準
見
積
も
り
通
り

に
支
払
っ
て
く
れ
る
企
業
と

そ
う
で
な
い
企
業
が
あ
る
」

も
17
・
５
％
あ
っ
た
。

　

建
産
連
の
調
査
全
体
で
は

休
日
面
で
改
善
傾
向
が
見
ら

れ
る
一
方
、
新
規
採
用
は
依

然
厳
し
く
、
意
見
交
換
で
は

休
日
の
増
加
を
「
入
職
し
や

す
い
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
た
」

と
歓
迎
す
る
声
が
あ
っ
た
一

方
、「
日
給
月
給
制
の
職
人

は
収
入
減
に
つ
な
が
る
」
と

対
応
策
を
求
め
る
意
見
が
出

さ
れ
た
。
新
規
採
用
が
進
ま

な
い
要
因
に
は
「
建
設
業
に

対
す
る
親
の
イ
メ
ー
ジ
」
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。
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会
津
若
松
市
の
２
０
２
１

年
度
優
良
建
設
工
事
表
彰
式

が
７
月
14
日
、
會
津
稽
古
堂

で
行
わ
れ
、
当
協
会
会
員
企

業
が
施
工
し
た
２
工
事
が
受

賞
し
た
。

　

受
賞
工
事
は
、
水
道
施
設

部
門
で
会
津
ガ
ス
㈱
施
工
の

老
朽
管
更
新
事
業
・
旭
町
配

水
管
布
設
替
（
旭
町
、
稲
村

勇
樹
現
場
代
理
人
）、
機
械

設
備
部
門
で
八
ッ
橋
設
備
㈱

空
衛
協
の
う
ご
き

空
衛
協
の
う
ご
き

広 報 委 員

大 浪 喜 宗

回
通
常
総
会
に
当
た
っ
て
、

建
設
産
業
の
社
会
的
地
位
の

向
上
や
所
属
団
体
の
発
展
に

功
績
の
あ
っ
た
会
員
団
体
の

役
員
等
と
し
て
、
当
協
会
か

ら
県
中
・
県
南
支
部
長
の
根

本
剛
氏（
㈱
エ
ヌ
エ
ス
工
業
）

が
会
長
表
彰
（
団
体
会
員
の

部
）
を
受
賞
し
た
。
６
月
14

日
に
伝
達
し
た
。

　

県
建
設
産
業
団
体
連
合
会

（
小
野
利
廣
会
長
）
の
第
37

施
工
の
行
仁
小
学
校
校
舎
新

築
・
給
排
水
衛
生
設
備
（
行

仁
町
、
渡
部
亮
現
場
代
理

人
）。
今
回
は
昨
年
度
竣
工

し
た
請
負
金
額
５
０
０
万
円

以
上
の
工
事
１
３
８
件
の
う

ち
、
工
事
成
績
評
定
80
点
以

上
の
17
件
か
ら
６
部
門
６
件

が
選
定
さ
れ
た
。

　

式
で
は
室
井
照
平
市
長
が

「
今
後
も
豊
富
な
知
識
や
経

験
、
技
術
力
を
生
か
し
て
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
協
力

し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
、
受
賞
者
に
表
彰
状
と
記

念
の
盾
を
手
渡
し
た
。

の
菅
田
功
司
さ
ん
に
、
大
内

弘
之
会
長
名
の
顕
彰
状
を
贈

 

顕
彰
状
を
受
け
る
菅
田
さ
ん

（
左
）  

っ
た
。

　

菅
田
さ
ん
は
多
年
に
わ
た

っ
て
給
排
水
衛
生
・
空
調
設

備
工
事
の
主
に
配
管
工
事
に

携
わ
り
、
建
築
設
備
産
業
の

振
興
に
寄
与
し
て
き
た
。

　

根
本
剛
県
中
・
県
南
支
部

長
が
６
月
14
日
、
郡
山
市
の

石
田
工
業
所
を
訪
れ
菅
田
さ

ん
に
顕
彰
状
を
伝
達
し
た
。

　

当
協
会
は
、
第
38
回
通
常

総
会
に
当
た
り
、
令
和
２
年

春
の
叙
勲
で
専
門
工
事
業
務

功
労
に
よ
り
瑞
宝
単
光
章
を

受
け
た
㈱
石
田
工
業
所
職
長

 

表
彰
を
受
け
る
会
津
ガ
ス
（
上
）
と
八
ッ
橋
設
備  

 【
１
月
】  

▽
14
日　

令
和
３
年
新
春
挨

拶
回
り
（
大
内
会
長
）
県
庁

 【
２
月
】  

▽
８
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
・
適
正
な
建
設
生
産

シ
ス
テ
ム
構
築
並
び
に
担
い

手
確
保
に
向
け
て
の
懇
談
会

（
大
内
会
長
、
海
川
専
務
）

県
建
設
セ
ン
タ
ー

▽
９
日　

東
北
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
令
和
２
年
度
第
８

回
理
事
会
（
大
内
会
長
）
宮

城
県
管
工
事
会
館

▽
16
日　

令
和
２
年
度
第
３

回
参
与
会
（
海
川
専
務
）
県

建
設
セ
ン
タ
ー

▽
25
日　

第
２
回
総
務
委
員

会
（
担
当
副
会
長
、
総
務
委

員
）
協
会
会
議
室

▽
26
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
令
和
２
年
度
第
２
回

専
門
工
事
業
部
会
（
有
賀
副

会
長
）
県
建
設
セ
ン
タ
ー

 【
３
月
】  

▽
10
日　

東
北
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
令
和
２
年
度
第
９

回
理
事
会
（
大
内
会
長
）
宮

城
県
管
工
事
会
館

▽
11
日　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
循
環
型
社

会
推
進
セ
ン
タ
ー
令
和
２
年

第
３
回
役
員
会（
大
内
会
長
）

県
建
設
セ
ン
タ
ー

▽
11
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
第
31
回
理
事
会
（
大

内
会
長
）
県
建
設
セ
ン
タ
ー

▽
11
日　

東
日
本
大
震
災
追

悼
復
興
祈
念
式（
大
内
会
長
）

と
う
ほ
う
・
み
ん
な
の
文
化

セ
ン
タ
ー

▽
17
日　

２
０
２
０
年
度
第

５
回
役
員
会
・
理
事
会
（
会

長
ほ
か
役
員
）
会
館
会
議
室

▽
26
日　
（
仮
称
）
福
島
駅

周
辺
連
続
立
体
交
差
整
備
促

進
期
成
同
盟
会
設
立
総
会

（
大
内
会
長
）
ウ
ェ
デ
ィ
ン

グ
エ
ル
テ
ィ

 【
４
月
】  

▽
９
日　

新
年
度
挨
拶
回
り

（
大
内
会
長
、
海
川
専
務
）

県
庁

▽
13
日　

伊
藤
税
理
士
に
よ

る
決
算
監
査
指
導
（
海
川
専

務
、
根
本
事
務
員
）
協
会
事

務
所

１
回
総
務
委
員
会
（
担
当
副

会
長
、
総
務
委
員
）
協
会
会

議
室

▽
９
日　

２
０
２
１
年
度
第

１
回
経
営
委
員
会
（
担
当
副

会
長
、
経
営
委
員
）
協
会
会

議
室

▽
９
日　

２
０
２
１
年
度
第

１
回
技
術
委
員
会
（
担
当
副

会
長
、
技
術
委
員
）
協
会
会

議
室

▽
９
日　

２
０
２
１
年
度
第

１
回
広
報
委
員
会
（
担
当
副

会
長
、
広
報
委
員
）
協
会
会

議
室

 【
７
月
】  

▽
６
日　
「
フ
ォ
ー
ラ
ム　

が
ん
ば
ろ
う
！
東
北
」（
大

内
会
長
、
海
川
専
務
）
ウ
ェ

デ
ィ
ン
グ
エ
ル
テ
ィ

▽
９
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
令
和
３
年
度
第
１
回

参
与
会
（
海
川
専
務
）
県
建

設
セ
ン
タ
ー

▽
13
日　

福
島
県
総
合
設
備

協
会
安
全
大
会
・
技
術
研
修

会
（
書
類
送
付
）

　

先
日
、
一
般
財
団
法
人
と

う
ほ
う
地
域
総
合
研
究
所
の

方
の
話
を
聞
く
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
県
内
経
済
に
及
ぼ

し
て
い
る
影
響
と
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
に
向
け
た
企
業
の
取
り

組
み
」
と
い
う
話
で
、
少
し

内
容
を
お
知
ら
せ
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

Ⅰ　

県
内
企
業
へ
の
影
響

＝
２
０
２
０
年
10
月
～
２
０

２
１
年
３
月
期
に
お
け
る
売

上
高
は
減
少
が
約
６
割
を
占

め
、
特
に
５
～
30
％
減
少
が

42
・
３
％
あ
り
、
業
況
判
断

と
し
て
は
２
０
２
０
年
４
～

６
月
期
よ
り
も
10
～
12
月
期

の
方
が
悪
く
な
っ
て
い
る
。

　

Ⅱ　

雇
用
・
労
働
情
勢
へ

の
影
響
＝
有
効
求
人
倍
率
は

回
復
の
兆
し
が
窺
え
、
企
業

の
人
員
整
理
は
続
い
て
い
る

も
の
の
、
雇
用
保
険
受
給
者

は
前
年
比
で
減
少
し
て
い

る
。
倒
産
件
数
も
前
年
を
下

回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
効
果
が

認
め
ら
れ
る
。

　

Ⅲ　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向

け
た
取
り
組
み
＝
飲
食
業
と

タ
ク
シ
ー
事
業
者
を
組
み
合

わ
せ
た
タ
ク
シ
ー
デ
リ
バ
リ

ー
や
、
セ
ル
フ
レ
ジ
機
能
搭

載
「
ス
マ
ー
ト
カ
ー
ト
」
の

導
入
に
よ
り
レ
ジ
を
通
ら
ず

に
会
計
を
済
ま
せ
、
３
密
の

回
避
と
会
計
時
間
の
短
縮
に

つ
な
げ
る
な
ど
、
様
々
な
取

り
組
み
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
話
を
聞
い
て
、
我
々

業
界
は
何
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
、
何
を
変
え
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

か
、
と
い
う
事
を
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
直
接
・
間
接

的
に
関
わ
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
問
題
に
ど
う
向

き
合
う
の
か
、
色
々
な
知
恵

を
共
有
し
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

▽
19
日　

２
０
２
０
年
度
決

算
監
査
会
（
監
事
、
会
長
、

会
計
理
事
、
事
務
局
）
協
会

事
務
所

▽
19
日　

２
０
２
１
年
度
第

１
回
役
員
会
・
理
事
会
（
大

内
会
長
、
ほ
か
役
員
）
会
館

会
議
室

 【
５
月
】  

▽
13
日　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
循
環
型
社

会
推
進
セ
ン
タ
ー
令
和
３
年

度
第
１
回
役
員
会
（
大
内
会

長
）
県
建
設
セ
ン
タ
ー

▽
13
日　

福
島
県
建
設
産
業

団
体
連
合
会
第
32
回
理
事
会

（
大
内
会
長
）
県
建
設
セ
ン

タ
ー

▽
28
日　

福
島
県
空
調
衛
生

工
事
業
協
会
第
38
回
通
常
総

会
（
書
面
議
決
）

▽
28
日　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
循
環
型
社

会
推
進
セ
ン
タ
ー
第
19
回
通

常
総
会
（
大
内
会
長
）
県
建

設
セ
ン
タ
ー

 【
６
月
】  

▽
２
日　

福
島
県
建
設
産
業

団
体
連
合
会
第
37
回
通
常
総

会
（
大
内
会
長
）、
同
会
長

表
彰
＝
賞
状
配
布
の
み
（
根

本
剛
氏
）
県
建
設
セ
ン
タ
ー

▽
８
日　

２
０
２
１
年
度
第

　喜多方市にある県立テクノアカデミー会津

の電気配管設備科は、建築設備（電気設備技

術、給排水設備技術、冷凍空調技術）につい

て2年間の総合的な教育訓練を行っており、

若手技術者の人材育成に努めています。

　令和4年度生の入学試験日程は、推薦入学

試験が10月8日（出願期間は9月21日から10月

1日）、一般入学試験が11月5日（出願期間は

10月25日から10月29日）、一般入学試験（2次）

試験は12月17日（出願期間は12月1日から12

月10日）です。昨年度から在職者の受け入れ

については、一般入学試験から可能になりま

した。詳細は本校にお問い合わせください。

☎0241-27-3221

ＵＲＬ　https://www.tc-aizu.ac.jp/

福島県ダクト工事業協同組合
理事長　遠藤　和伸

〒960-2262
福島市在庭坂字栃清水32-1
　　　 TEL024（591）4611

組合員
㈲ 移 川 鋼 板 工 業 所
㈱ H G I  
㈱ 協 栄 工 業
㈲ 共 立 空 調 工 業
共 和 工 業 ㈱
㈱ 協 和 サ ー モ テ ッ ク
㈲佐戸川ダクト鈑金工業所
㈲　伸　　　　　　和
㈲タンノコーポレーション
㈱ 渡 辺 ダ ク ト 工 業

 

県
建
産
連
会
長
表
彰
状
を
手

に
す
る
根
本
氏  

　

私
は
、
入
社
し
て
ま
だ

３
年
目
で
す
が
納
品
書
、

請
求
書
発
行
、管
理
会
計
、

売
掛
金
一
覧
表
作
成
、
経

営
会
議
資
料
作
成
等
ほ

か
、
会
社
の
縁
の
下
の
力

持
ち
と
し
て
誇
り
を
も
っ

て
業
務
に
当
た
っ
て
い
ま

す
。

　

学
生
時
代
と
前
職
に
培

っ
た
経
理
事
務
や
総
務
事

務
作
業
の
経
験
を
活
か
し

重
要
な
業
務
を
任
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
、
と
て
も
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
重
責

を
担
う
と
い
う
こ
と
に
、

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
押
し
つ

ぶ
さ
れ
そ
う
な
場
面
も

多
々
あ
り
ま
す
が
、
良
き

上
司
と
同
僚
そ
し
て
家
族

に
励
ま
さ
れ
楽
し
く
仕
事

を
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
社
は
有
給
や
時
間
代

休
も
あ
り
、
女
性
が
働
き

や
す
い
環
境
だ
と
思
い
ま

す
。
子
育
て
し
な
が
ら
働

い
て
い
る
女
性
社
員
も
多

く
お
り
ま
す
。
私
自
身
、

昨
年
結
婚
し
今
後
出
産
や

育
児
な
ど
ま
だ
経
験
し
て

い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
不
安
な
こ
と
が
あ
っ

て
も
気
軽
に
相
談
し
合
え

る
、
信
頼
で
き
る
上
司
と

そ
し
て
同
僚
が
お
り
ま
す

の
で
、
と
て
も
心
強
い
で

す
。

　

業
務
の
中
で
電
話
対

応
、
受
付
対
応
を
す
る
こ

と
が
多
く
、
私
は
お
客
様

の
話
を
最
後
ま
で
し
っ
か

り
聞
く
こ
と
、
お
客
様
が

求
め
て
い
る
こ
と
を
相
手

の
身
に
な
り
考
え
る
よ
う

に
日
々
心
掛
け
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
マ
ス
ク
越
し

で
表
情
が
見
え
な
く
て
も

笑
顔
で
対
応
し
て
お
り
ま

す
。
人
と
人
の
心
を
繋
ぐ

大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
一
つ
だ
と
思
い
ま

す
。

　

当
社
に
入
社
し
和
顔
愛

語
と
い
う
四
字
熟
語
に
出

会
い
ま
し
た
。
穏
や
か
柔

和
な
顔
つ
き
と
、
温
か
い

言
葉
使
い
、
態
度
が
優
し

く
、親
し
み
が
あ
る
こ
と
。

こ
の
言
葉
が
私
の
モ
ッ
ト

ー
で
す
。

　

自
ら
思
い
や
り
と
笑
顔

を
発
信
で
き
る
人
材
と
な

れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。









































































































花花 籠籠花 籠

思
い
や
り
と
笑
顔

斎　

藤　

槙　

畝
さ
ん

伊
藤
冷
機
工
業
㈱

根
本
氏
が
建
産
連

功
労
者
表
彰
受
賞

叙
勲
の
菅
田
さ
ん

に
会
長
顕
彰
状

電
気
配
管
設
備
科

テ
ク
ア
カ
会
津
令
和

テ
ク
ア
カ
会
津
令
和

４
年
度
入
学
生
募
集

４
年
度
入
学
生
募
集

会津若松市

優
良
工
事

会
津
ガ
ス 

八
ッ
橋
設
備
が
受
賞
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